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はじめに 
 NHK 放送文化研究所による「国民生活時間調査」（2015）を参照すると「1 日 15 分以上テレビを見
る率」が 8 割程度であったものの，今後 10 年で加速度的に「テレビ離れ」が進行することが予測さ
れている．しかしながら，現代社会で動画を目にしない日はない．フェイスブック，YouTube，ニコ
ニコ動画，各企業のホームページ，などインターネット上では無数の動画が制作され，再生されてい
る．総務省の「平成 27 年通信利用動向調査」などを参照すると，スマートフォンの保有率が 2010 年







































（アバン）が 3 月より川島旅館のホームページにて公開された（アクセス数：2,141 回 12 月 31 日現在）． 
上述の経緯を経て作成されることとなった本ドラマ制作における筆者らの関心は 4 つある．第 1 に
映像制作に当たった「学生の地域意識に対する変容」への関心である．稚内から豊富町へは距離にし

























































写真1 エゾカンゾウの撮影風景         写真2 豊富温泉街の風景 
 







「湯あがり温泉プリン」は，2015 年 12 月 19 日に，学生 4 名（1 年生 2 名，3 年生 1 名，4 年生 1 名）と
牧野が撮影，ならびに女子学生 3 名（3 年生 1 名，2 年生 2 名）に映像用モデルを依頼，4 年生 1 名に編集
業務を実施した（撮影 7 時間，編集 5 時間）．なお，撮影は本学の「わくほくメディアラボ」をスタジオと
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写真4「山岸牧場」における撮影風景           写真5 絵コンテ 
 
2016 年 2 月からは，予告編（アバン）の制作に取りかかった．学生 2 名（2 年生 1 名，1 年生 1 名）を俳
優とし，筆者ら（牧野・侘美）が監修，学生 2 名（3 年生 1 名，1 年生 1 名）が撮影，学生 2 名（4 年生 1 名，3
年生 1 名）が編集業務を担当した．こうして作られた先行集客用の予告編（アバン）は 3 月より川島旅館
のホームページにて公開され，アクセス数は 2,100 回を超えている（2016 年 12 月 31 日日現在）． 
 その後，2016年 5月より本ドラマの制作が始まった．なお企画段階で，本ドラマは，全5話構成と
なることが確認され，俳優が登場する「ドラマ部分」と「ロケ地紹介」によりドラマ本編を補完する






図 1 本ドラマの１話分の構成内容 
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１－３. 制作体制と協力団体 
 本ドラマは，教員 2 名，学生 17 名（4 年 1 名，3 年 2 名，2 年 14 名）が制作した（図 2）．学生は大きく
「ドラマ班」12 名と「ロケ地班」5 名の 2 つに分かれ，各班の 1 名には「広報班」を兼務した．本ド
































図 2 学生の組織体制            図 3 学生制作によるポスター 
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１－４. 本ドラマのあらすじ 
 本ドラマは，2 泊 3 日の小旅行をテーマとし，この 3 日間の設定の中に豊富町の 5 月～9 月の様々












写真6 脚本会議の内容             図 4 作成した脚本の一部 
 
１－４－１．本ドラマのあらすじ 






















































紀要 第 17 号  72 
 
１－４－２．「エゾカンゾウの咲くまちへ」のロケ地紹介 
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１－５. 制作のスケジュール 
本ドラマは，5 月 14 日にドラマ班がクランクインして以降，下記の日程で撮影を実施した（表 1）．
以降では，その月ごとの撮影風景の様子と写真を提示する（写真 10～19）． 
 















写真10 豊富駅における撮影風景       写真11フットパスにおける撮影風景 
日付 ドラマ班 ロケ地班
2/7 日
5/14 土 駅，牧場風景の撮影 主要ロケ地巡り，観光協会訪問
5/21 土 宮の台展望台，言問の松，山岸牧場
5/22 日 フットパス，川島旅館建設現場視察，山岸牧場










7/23 土 川島旅館（室内撮影），西海岸夕日，言問の松，豊富駅，宮の台展望台 自転車マイルレース（タイムアタック）









10/16 日 湿原センターにおけるドラマ撮影 湿原センターにおけるロケ地紹介
11/3 木 オフィスシーンの撮影 オフィスシーンの撮影（エキストラ出演）
11/7 月 オフィスシーンの撮影
11/19 土 ナレーション音取り，編集
11/26 土 ナレーション音取り，編集 ナレーション音取り，編集
12/3 土 ナレーション音取り，編集 ナレーション音取り，編集
アバン撮影
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１－５－２. ６月 



















の開花に合わせた撮影が思い通りに実施できなかった．7 月の 3 連休は女優，男優ともにプライベー
トな予定があり撮影が実施できず，撮影スケジュールが予定通りに遂行できていなかった． 
 しかしながら，7 月 23 日，24 日における川島旅館における「合宿」で遅れを取り戻すことができ
た．7 月 26 日にリニューアルオープンする川島旅館の開業前に，社長と女将の計らいで学生 16 名，











写真14 旅館内における夜間撮影の風景       写真15 撮影合宿の打ち上げ 
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写真18 湿原センターにける撮影風景     写真19 ロケ地紹介ナレーション撮りの様子 
 
１－６. 先行上映会の実施 
 12 月 13 日には，本学の教職員，一部関係者向けに先行上映会を実施した．Web 上では，第 3 話が
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公開されたところであり，4，5 話を学内向けに先行公開した．学生 20 名，教職員 15 名が上映会に
参加し，川島旅館の松本氏，豊富町観光協会の栗山氏を招待し，ご参加いただいた． 


















































































































写真22 俳優班の二人における舞台挨拶     写真23 川島旅館女将の舞台挨拶 
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２. 学生へのアンケート 
 本章における調査は，2016 年 4 月，7 月，11 月の 3 度実施した．4 月は「本授業」のガイダンス，
7 月は本ドラマ制作の中間段階，11 月はクランクアップ後（一部編集作業はあり）の段階で実施した．調
査者の選定に当たっては，「本授業」を履修していた 2 年生 14 名，3 年生 1 名への調査を 3 度実施し
た．なお 4 月は 2 人，11 月は 1 名が欠席した．本授業の履修学生の出身地は，稚内市 12 名，豊富町
1 名，釧路市 1 名，海外 1 名であった． 
本授業では，「エゾカンゾウの咲くまちへ」の完成を最大の目標とした．本授業の第 1-2 回は，カメ

























 本ドラマを主に担当した履修学生 15 名のうち，4 月のガイダンスに出席していた 13 名に対し，日
常的に TV（地上波や BS 放送）や，YouTube などの動画サイトをどのくらいの頻度で見ているのか，に
ついてたずねた（図 5，6）．全体的な傾向として，TV も YouTube も共に「ほぼ毎日」見る学生もいる
が，TV か YouTube のどちらかに比重を置いている学生が多く，図 5 と図 6 における「ほぼ毎日」と
回答している学生は重複していないものが多い．どちらも「ほとんどみない」と回答したものはいな
かった． 
 スマートフォンなどによる動画の撮影経験については，6 名が「経験あり」，7 名が「経験なし」と
いう回答であった． 
 
図5 履修学生のテレビの視聴頻度          図 6 履修学生のSNSの視聴頻度 
 
２－１－２. 本ドラマ制作における学生の楽しかったところと不満 

























































































































































性別 担当 本ドラマ制作での不満（7月） 本ドラマ制作での不満（11月）
学生A 男 ロ 編集に左右されるところ ありません
学生B 男 ロ 特になし 特になし
学生C 男 ロ 土曜日がなくなることがおおかった 土曜日がなくなることがおおかった
学生D 男 ロ 天候に左右されやすい，撮り方が悪いと一切使えないこと
映像が足りなかったとしても簡単には撮
りに行けなかったこと
学生E 男 ロ 撮影してきた映像がブレていたり物足りなかったりするとつらい
編集の作業は初めてだったので全くや
り方がわからず大変だった
学生F 男 ド 豊富で撮影をするため，ほとんどの作業が土日で行われる
他の講義があるところ以外，ほとんど映
像制作でうまっていたこと









学生I 男 ド 休みがないこと，打ち合わせが多いこと 当初，毎週土日がつぶれたこと








学生L 女 ド バイトとの調整が難しいこと バイトのある日と撮影の日が重なり，あまり協力できなかったこと




学生N 女 ド 元々カメラの使い方がわからない人があまりカメラを触れないところ
編集作業に最後までかかわることがで
きず，申し訳なかった
学生O 女 ド 編集で映像と声を合わせるのが大変 時間を調節するところ
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実際に本授業のガイダンス時に，豊富町へ「行ったことがある」が 12 名，「行ったことがない」が 1














性別 担当 豊富町の印象（授業前） 豊富町の印象（ドラマ制作後）
学生A 男 ロ 子どもが少なく高齢者が多い，農家の方が多い
高校3年間通ってても知らないことがあり住
みたいと思いました
学生B 男 ロ 温泉，牛乳 裏が寂しいが，若い人が活性化しようと日々努力していた










学生E 男 ロ 欠席 とても大好きになった，本当毎週行くのが楽しみだった
学生F 男 ド 行ったことが無いのでイメージができない，牛とか温泉しかないとは聞くことがあるが
変化はあまりない，豊富温泉のすごさは改
めてしった
学生G 男 ド 温泉，パン屋 案内人がいて温泉に通っている人がたくさんいたこと




学生I 男 ド 牛乳，牛，温泉 元から知っている




学生K 女 ド 豊富温泉，牛乳 欠席

















学生O 女 ド 牛が多い，温泉，自然豊か 意外と人がウロウロしてて，多少にぎわっていて最初のイメージとは真逆でした
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ン（湯上がり温泉プリン）」への言及も見られた．なお学生 M と学生N は前述の 2015 年度業務に従事し
た経験をもつため，他の履修者よりも記述量が多くなっている．撮影終了後には，プリンなどの主力
商品への言及にとどまらず，リニューアルされた川島旅館の建物や，女将，板長などの「人柄」への
回答も見られた．このような川島旅館への印象を強く持てた要因の 1 つには，7 月に実施した 1 泊 2
日の「合宿」が大きな影響を与えているものと推察される． 
 





性別 担当 川島旅館のイメージ（4月） 川島旅館のイメージ（11月）
学生A 男 ロ 知らない 新鮮な感じがしていて，豊富町が再出発し始めたイメージです
学生B 男 ロ プリン 努力
学生C 男 ロ 知らない とてもきれいな旅館で人も温かく良いところだった
学生D 男 ロ 欠席 豊富温泉や豊富町をとても大切に思っている




学生F 男 ド 知らない 親しみやすい人柄の方々がいる
学生G 男 ド 湯上がりプリンと料理がおいしい プリン




学生I 男 ド リフォームしている，プリン，バター，大学との協力が強い
リニューアルしてきれいになったし，ご
飯もおいしい




学生K 女 ド 知らない 欠席
















学生O 女 ド わからない 川島旅館で一泊して普通の旅館とは違うフレンドリーさがありました
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学生B 男 ロ 丸勝亭のカツどん 学生が園児に「赤鬼」と呼ばれたシーン
学生C 男 ロ 言問の松で友達が彼女がほしいとお願いして本当にできたこと
川島旅館の子供たちと楽しく遊ん
だこと
学生D 男 ロ サロベツ原野 湿原センターの嶋崎さんとの話
学生E 男 ロ 丸勝亭のカツどん 楽しみにしているから頑張ってくださいといわれたときはうれしかった
学生F 男 ド 車で豊富に行くことが多いが，そのたびに牛を見ること 話していない
学生G 男 ド 川島旅館の歴史が古いところ，牛が思っているよりいたこと
「何の撮影ですか？」とよく聞かれ
たこと
学生H 男 ド やはり川島旅館に泊まらせていただいたこと
撮影に協力するためにカメラのこと
に気を使ってくださった方々
学生I 男 ド 豊富町全体 友達のおばあちゃんと協力できたこと























学生O 女 ド 言問の松を初めて見て自然の豊かさが印象に残っています
２－１－３. 本ドラマ制作を通して学生たちが得たもの 
 本ドラマ制作を通して学生たちに「印象に残っていること」，「豊富町の方との思い出」の 2 つをた
ずねた．その結果，印象に残っていることは，豊富町の景色，味，川島旅館，牛に言及するものが多
かった．一方で，「豊富町の方との思い出」という点では，川島旅館の子どもたちと遊んだことや，豊














調査は，2016 年 11 月～12 月に実施した．調査者の選定に当たっては，他の学生と大きく仕事内容












表 7 インタビュー調査のプロフィール 
 所属・役割 
学生 A 俳優班 
学生 B 俳優班（豊富町出身） 
豊富町住民 A 山岸牧場関係者 
豊富町住民 B 豊富町観光協会関係者 
豊富町住民 C 川島旅館関係者 




















































     （撮影前は？）知らない場所，っていうか稚内から名寄いくまでに通り越しちゃう場所み
たいな，すごい存在は薄かった．（撮影後は？）動画で何回も豊富いって，やっぱりいろん
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とくに豊富町住民 D が述べている 7月の「お泊り会」は，川島旅館のご好意により学生 16 名，教職



























































 豊富町住民 A のように，今回の撮影を通じて川島旅館が話題の1つとなっている点は，本ドラマに
よる影響と推察される．知り合いの学生が出ていたリアリティもあり，本ドラマに愛着が湧いている
様子が推察される．一方，豊富町住民 D のように本ドラマの反響を聞いている声もあるが，現実的に












































技法により可視化することで感じた現実の 2 つに集約されていた．1 つ目の自分たちの知らなかった
豊富の現実としては，豊富駅前にある「きっさすてーしょん」の営業形態，とりわけ「信号（ランプ）」
について補完したロケ地紹介による影響が大きかったと推察される．もう１つの，映像技術，技法と






















































































学生と本学の指導体制の限界も垣間見えた事例が 3 つあった． 
1 つ目として，「撮影日程の制約」についてである．今回の本ドラマの撮影においては，①天候（晴
天），②エゾカンゾウの開花状況などの自然，③筆者（牧野）の指導可能な時間（土，日，平日の夕方）の 3
つのタイミングを合わせなければならなかった．特にエゾカンゾウは，開花時期が 6 月の中旬～7 月
の中旬と限られた時期にしか開花せず，満開の時期と晴天が合う確率はかなり低い．とりわけ今年の
6，7 月の土日は雨が多く，また晴天の日は学生の都合が悪いなどスケジュール調整が上手くいかなか
った．幸いにして，水曜日の午前中に撮影を実施できたことと，7 月の 1 泊 2 日の「泊まり合宿」で
遅れを取り戻すことができたが，状況的には「賭け」に近い状況であった．室内における撮影とは異






































第 4 に，YouTube をはじめとする「地域発のデジタルコンテンツの可能性」についてである．現代
社会では，従来のように決まった放送局や権利者から映像が配信されるという固定化された役割を飛
び越え，YouTube や Facebook などの SNS を通じて，個人が情報を発信する機会が多様にある．こ












































可能であろう．以上 3 点を今後の課題とし，本稿を結ぶ． 
 
● 註 
 （1）「豊富町」と「豊富温泉街」は，豊富町内に位置する．しかしながら，「豊富町」と「豊富温泉街」は約 6 キロ，車で 10
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Consciousness change of students and Toyotomi-Onsen residents through continuous drama production 
~ Paying attention to the production process of "Ezo-Kanzo’s blooming town" 
 
● 英文要約 
In contemporary society, "departing from television" is pointed out mainly by young people. However, it is an 
era in which everyone can easily watch "movies" by enriching social media such as video distribution sites and 
SNS. Furthermore, it is possible to easily create "movies" with smartphones and others. Amidst these era, the 
authors have practiced classes to collaborate with local private enterprises and produce community-based 
"continuous dramas". 
This paper aims to examine the efforts of a series drama "Ezo-kanzo’s blooming town" in a bird's - eye view 
produced by Wakkanai Hokusei Gakuen University and private enterprises in collaboration with the private sector. 
As a result, in this drama production, it is inferred that cooperation between universities and private enterprises has 
caused a change in consciousness to both the students and Toyotomi Town residents, building a connection with 
the community through movie production. 
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